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間 の 流 れ の 方 面 よ り考 究 さ れ るべ きで,目 下 此 の 方 向 に 向 つ て 研 究 を 進 め て い る.(終)
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       13.爐 内 瓦 斯 流 れ の 研 究(第1報)

              寺 田 清,玉 城 國 造

 1.緒 論 櫨内瓦斯流れの朕態は流動瓦斯の蓮動量並びに畑系の呈する各種の抵抗及び

浮力の綜合結果である.故 に先づ以上3つ の要素の内の2つ の綜合結果か ら成 る1つ の流れを

測定 し,次 で第3の 要素を附け加へた流れを渕定することが出來れば,實 際の流れを角鮒τする

のに大いに役立つ.此 の方法は膜型實験 に依つて行い得 られるものである1)『=.著 者等は此の

方法に依って瓦斯流れの研究を行つているが,本 報に於ては"ド レスラー トンネル窯"り一S)に

於ける自然の瓦斯流れに關 して報告する.

 ll.實 験  1)模 型及び測定裟置:模 型燈及び負荷は正 しく實物のILi c)としたが,ド ・

ツプアーチ及びフアンリサーキユレーシヨンの装置は取除 いた.叉 細似則に關する標示量 とし

ては實際の櫨の使川状態に於けるレイ ノル ド数(以下Reと 記す)を 選んだ.亦 測定装置に關し

てはGOoding9)及 び藤本氏10)の丈献に準擦 した.

 2)速 度分布の測定:(の 常温室氣1こ依 る實験 此場合瓦斯流れを支配する要素は熔の流艦

力學的抵抗 と瓦斯の有する蓮動量である.第1圓 に此の結果 を示 したが,流 動瓦斯のノ嫡 ～分速度

Vxは 瓦斯μ賞出孔の高 さで且つ共の直後に於て最大で,上 部 に行 くに從い且つ下流になると共

に減少し,大 艦に於て最小抵抗の法則 にそ楚つている様子が分る.唯 常温ク茎氣 に依 る實焉愈に於て

はReを 實際の熔 と1司…に採る爲 には共のZF均速度は11∫な 「〕小 さくな り,批 の薦各郡の正確な

 定は困難であつたが,共 の流れの傾向は高温瓦斯流 とエヒ較す ると和常判然 としていて,熔 の
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75士2℃ 及び160土10℃ の加熱室氣を使用した.此 の場合流れを支配する要素は常温瓦斯流れ

を支配する要素に淫力が重愚 したもので,此 の場合の流れの歌態 も第1圖 に示 したが,圖 より

明らかな通 り常温室氣の場合に比 して顯著な差異が認められる.此 の差異の原因 としては瓦斯

が流動 中に冷却 され,從 て亦牧縮 し此 の結某 として浮力効果が顯著 に現 われて來 るもので,此

の鮎 に關しては理論的 に可成 り推論出來るのであるが,精 細は次回以後 に報告す る豫定である
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此 の 爲 長 さ 及 び 断 面 方 向 に 封 し 加 熱 の 不 均 一

を 來 ず.(2)瓦 斯 流 はRvの 狭 い 範 園(2～5・101)で は 各 部 分 の 粗 到 速 度 は 濃 度 の み の 函 数 と な

る.(3)熔 内,頴 堅 分 布 は 畑 系 の 流 臆 力 學 的 抵 抗 を 知 る上 に 重 要 で あ り,且 つ 測 定 は 比 較 的 容 易

て あ る の で ♂ 常 湿 室 氣 流 に依 る摸 型 實 験 か ら重 要 な 資 料 が 得 られ る,
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         14・ モ リ ブ デ ン 紬 の 研 究

              田 代 仁,井 原 將 昌

 モリブデン白紬は直接鋼板 に融着するためにコバル ト下紬を使用する必要がな く,從 つてこ

れを使用すれば焼威回敷を減 らすことが川來る.こ のために我國の磁郷 工場で も最近注目され
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